
保有シーズの特徴

連絡先 研究開発本部 知的財産管理課 植田
電話 044-822-5487

Mail kenji_ueda@mitutoyo.co.jp
URL http://www.mitutoyo.co.jp

保有シーズの領域

基礎研究部門、商品開発部門、製造現場から生み出される技術で、比較的商品
化に取り組み易い技術を中心に、ライセンス可能なシーズとして約５０件を選出
しております。毎年５件程度のペースで入れ替えしていく予定です。なお、弊社の
ライセンスポリシーとして競合他社（製品）へのライセンスは原則行いません。

弊社の保有シーズの領域は、機械加工の製造技術、電気・電子、光学、計測・セ
ンサー、試験機器、ソフトウェアなど、多岐にわたります。

株式会社ミツトヨ
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①シーズ名： 「吊持用バランス装置」

発明の効果
（新規性・優位性）

想定するライセンシー像
（保有技術や事業領域）

利用シーン（展開可能分野） 特開２０２３－１０８８６７

吊持して運搬される重量物を静かに目的
の場所に載置させるバランス装置。
バランスされている状態に対して手動で
力を加えることで静かに下降、または、上
昇させることが可能。手を離すとその時点
でバランスを取ってその位置に留めること
が可能。

圧縮エアーの供給のみで自動で
バランスを取る。電気によるセン
サーやモーターなど、電気は一切
使用しない。

重量物、精密機器、壊れやすい
ものを安全に移動して設置する
のに適している。



②シーズ名： 「音響測定装置」

発明の効果
（新規性・優位性）

想定するライセンシー像
（保有技術や事業領域）

利用シーン（展開可能分野） 特許第7295732号

音（打音、異動作動音等） を利用して、
コンクリート材やアスファルト等の構造物
の検査、屋外、屋内を含む空間（工場、オ
フィス等） で発生する異音をGNSSで座標
位置を特定したヘッドマウントディスプレイ
で３Ｄ可視化して検査をやりやすくするた
めの音響測定装置。

異音発生個所を３Ｄ可視化でき
るので、構造物の検査が容易に
なる。

音を利用したコンクリート材やア
スファルト等の構造物、特にビ
ルや路面、橋の定期検査を効
率化する。



③シーズ名： 「ARマーカ認識レポート作成システム」

発明の効果
（新規性・優位性）

想定するライセンシー像
（保有技術や事業領域）

今までにない手法で、測定結果
を作業者へ分かり易く表示可能
とする。

例えば、レーダー探査機による
路面下空間をARデバイスで容
易に確認して、水道漏れ工事を
効率化する。

利用シーン（展開可能分野） 特許第6653526号他3件

ARデバイスのカメラで撮影され
た背景に付されたマーカを自動
認識し、このマーカに対応する
測定結果を背景画像(映像)に
合成表示する。
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ARマーカ認識レポート作成システム

実施例

表示制御PC

測定結果

従来の路面下レーダー探査結果確認方法 特許を応用した路面下レーダー探査結果確認方法

ARマーカー

③AR表示

空洞の場所や大きさがわかりづらい

空洞の位置や
大きさが
一目瞭然

レーダー探査器例
(ジオメンテナンス社 HP より引用)

工事写真例(株式会社ウォールナット社 HP より引用)



④シーズ名： 「ベローズ式ダンパ」

発明の効果
（新規性・優位性）

利用シーン（展開可能分野）

想定するライセンシー像
（保有技術や事業領域）

密閉された内部に流体が満たされた径の異なる２つ
のベローズが、中間のプレートに開けられたオリフィス
を介して、内部の流体が移動可能に接続されている
ベローズ式ダンパ。

小型で簡単な構造で、対象部材
の振動を減衰させることが可能。
従来のピストン方式で発生した
液漏れや摺動摩擦が発生しな
い。

例えば、地震による構造物の振
動を減衰させるダンパーとして
適用可能。

特許第7128027号
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